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大朝 芸北

謝辞

植
う え た

田 惇
あ つ や

也さん

記念品目録 受取
蔦
つ た

 明
あ き ひ ろ

宏さん

平成31年 北広島町成人式
１月 13 日（日）、千代田開発センターで成人式を開催しました。対象者 210 人のうち、
131 人が出席。「20 歳のメッセージ」では、2 人の新成人が家族や友人への感謝、将来の夢
などを述べたほか、新成人たちによる神楽「八岐大蛇」も披露されました。

20歳のメッセージ

敷
し き も と

本 裕
ゆ う じ

二さん 笠
か さ み ち

道 涼
りょう

さん

広島大学で情報工
学等を研究中。将
来の夢はシステム
エンジニア。大学
ではサイクリング
部に所属。

会社員として働き
ながら、高校サッ
カー部のコーチと
しても活躍中。将
来の夢は、“今より
楽しく”。

北広島町消防署の
消防士として、そ
の使命を全うする
ことを目指して活
躍中。趣味は読書
とスポーツ全般。

徳 山 大 学 在 学 中。
大好きな野球を大
学でも続け、野球
部に所属。将来の
夢は、“子どもに夢
を与えること”。
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千代田豊平
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１
月
６
日
（
日
）、
千
代
田
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
年
頭
恒
例
の
「
平
成

31
年
消
防
出
初
式
」を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

箕
野
町
長
の
式
辞
で
は
、「
消
防
団

員
と
し
て
の
責
務
の
重
要
性
を
深
く
認

識
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
活
動
に
お
い
て
特
に
功

績
の
あ
っ
た
団
員
や
永
年
勤
続
の
団
員

に
対
し
、表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
橋は
し
も
と本 

寅と
ら
お夫
団
長
の
訓
示
で
は
、「『
自

ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
』
と
い
う
郷

土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
今
後
も

地
域
に
対
す
る
気
配
り
を
大
切
に
、
啓

発
運
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
冬
の
寒
空
の
下
、
消
防
ヘ
リ
に
よ
る

県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
下
や
団
員
・

署
員
３
２
１
人
と
消
防
車
両
17
台
に
よ

る
分
列
行
進
、
15
本
の
筒
先
か
ら
一
斉

放
水
を
行
う
な
ど
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト

に
ふ
さ
わ
し
い
厳
か
で
盛
大
な
行
事
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
31
年 

消
防
出
初
式

◆消防庁長官表彰（永年勤続功労章）
岡本 英俊 保本 和文
◆日本消防協会定例表彰（勤続章）
麦尾 彰 玉理 洋二 宮崎 英二 吉川 正吾
向井 努 藤本 治幸 前田 冬樹 小山 栄治
◆広島県知事表彰（優良消防団員表彰）
玉理 洋二 宮崎 英二 向井 努
◆広島県消防協会会長表彰（功績章）
　山 秀男 村竹 明治 橋渡 力 小山 栄治
◆広島県消防協会会長表彰（勤続章 25 年）
森本 政之 竹内 伸也 日高 佳康 栗本 裕次
藤井 浩一 田中 晃文 田辺 康行 金平 義政
塚本 智 松田 俊司 多川 五紀 梅田 司
◆広島県消防協会会長表彰（勤続章 20 年）
今田 将美 岩田 和英 岡杖 康弘 小川 康隆
山崎 登 岡崎 真也 上本 一敏 島田 青坪
吉岡 秀樹 河内 洋二 前河 伸弥 石浦 万平
大下 弘一 横路 智之 藤井 健治 竹明 昌範
田中 宏幸 西田 達樹 三宅 勝也 服部 昌英
和泉 正明 森田 敏明 山本 清孝 谷口 隆司
渡草 千昭 足立 年史 前 義之 新増 栄史
大畑 直也 田辺 大輔 向井 大士 西原 秀明
下河内 泰典 桑木 武
◆広島県消防協会会長表彰（勤続章 15 年）
村竹 謙次 見川 貴史 河野 哲也 勝田 澄人
横畑 浩司 吉田 勝司 橋奥 順也 森山 晃司
和田 健利 新宅 洋平 国広 和孝 立盛 翔太
上講 秀則 砂 豊和 頼政 康博 渡辺 博美
藤岡 進矢
◆広島県消防協会山県支部長表彰（功績章）
川口 忍 白砂 忠良 前田 冬樹 藤井 英昌
丸木 隆行 西村 豊
◆広島県消防協会山県支部長表彰（表彰章）
深井 哲也 森本 政之 日高 佳康 齋藤 潤
桑本 栄治 五反田 浩之 泉 照樹 市室 昭彦

問
危
機
管
理
課　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
１
９
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住民の安全・安心のために活動する消防団員は、
普段は各々の生業に励む傍ら、火災や災害が発生
したとき、すぐさま現場に駆けつけ、消火活動や救
助活動を行っています。北広島町消防団では、災害
からわがまちを守る消防団員を性別問わず募集し
ています。あなたの入団をお待ちしています。

消 防 団 員 募 集■
消
防
団
は
ど
う
い
う
組
織
な
の
？

　
北
広
島
町
消
防
団
は
、
団
長
、
副

団
長
、
本
部
付
分
団
長
が
所
属
す
る

団
本
部
と
各
地
域
の
分
団
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

　
分
団
は
、
芸
北
地
域
３
分
団
、
大

朝
地
域
３
分
団
、
千
代
田
地
域
５
分

団
、
豊
平
地
域
３
分
団
の
計
14
分
団

あ
り
ま
す
。

■
団
員
数
・
年
齢
構
成
は
？

　
条
例
で
定
め
る
団
員
定
員
は
７
９
５

人
で
す
が
、
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
で
の
実
員
数
は
７
４
８
人（
男
性

７
４
６
人
・
女
性
２
人
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
年
齢
構
成
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
、
約
43
％
が
40
歳
か
ら
49
歳
で
占
め

て
お
り
、
平
均
年
齢
は
43
歳
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
入
団
資
格
は
？　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
18
歳
以
上

　
・�

町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
方

　
・
心
身
と
も
に
健
康
な
方

■
身
分
・
待
遇
は
？　
　
　
　
　
　
　

　
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
待
遇
は
、
階
級
に
応
じ
た
年
額
報
酬

や
出
動
手
当
を
支
給
し
ま
す
。そ
の
他
、

公
務
災
害
補
償
制
度
や
福
祉
共
済
、
一

定
期
間
勤
務
し
て
退
職
し
た
際
の
退
職

報
償
金
制
度
、
制
服
の
貸
与
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

■
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？　
　

　

消
火
・
捜
索
・
救
助
・
水
防
活
動
、

こ
れ
に
備
え
て
の
訓
練
や
地
域
行
事
へ

の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
月　
　
　
消
防
出
初
式

３
月　
　
　
春
季
訓
練

４
月　
　
　
辞
令
交
付

５
月　
　
　
郡
合
同
教
育
訓
練

６
月　
　
　
水
防
訓
練

７
・
８
月   

夏
季
訓
練

11
月　
　
　
秋
季
訓
練

12
月　
　
　
年
末
警
戒

団本部　17 人

【芸 北】
163 人

第１分団
第２分団
第３分団

【大 朝】
145 人

第４分団
第５分団
第６分団

【千代田】
248 人

第７分団
第８分団
第９分団

第 10 分団
第 11 分団

【豊 平】
175 人

第 12 分団
第 13 分団
第 14 分団

　
災
害
か
ら
わ
が
ま
ち
を
守
り
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
、
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
活
動
で
す
。

　
仕
事
や
私
用
な
ど
で
、
す
べ
て
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
団
員
同
士
助
け
合
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
１
９

18歳～19歳
20歳～29歳
30歳～39歳
40歳～49歳
50歳～59歳
60歳～64歳
65歳以上

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～64歳

65歳以上
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水道料金改定のお知らせ
平成 31年４月使用分（５月請求分）から水道料金を改定します

【水道料金の計算方法】

現行料金

使用水量 超過料金 
（１㎥につき）

基本料金 10㎥まで 1,350 円

超過料金

11㎥～30㎥ 140 円
31㎥～ 50㎥ 145 円
51㎥～100㎥ 150 円
101㎥～200㎥ 155 円
201㎥～ 500㎥ 165 円
501㎥～1,000㎥ 175 円
1,000㎥超 180 円

新料金

使用水量 超過料金 
（１㎥につき）

10㎥まで 1,485 円

11㎥～ 50㎥ 160 円

51㎥～100㎥ 165 円
101㎥～200㎥ 170 円
201㎥～ 500㎥ 180 円

501㎥超 190 円

メーター使用料

口径 使用料
13㎜ 80 円
20㎜ 140 円
25㎜ 190 円
40㎜ 400 円
50㎜ 950 円
75㎜ 1,200 円
100㎜ 2,400 円

（税抜）

※上記の表により算定した料金に消費税率を乗じ、1円未満の端数を切り捨てます。
※メーター使用料、下水道使用料は改定していません。

＋

【料金表】

●計算例　20㎥（メーター口径13㎜）使用した場合

基本料金
（10㎥まで）

超過料金
（11㎥～ 50㎥）

1,485 円 1,600 円
（10㎥×160 円）

消費税
（税率 8％）

246 円
（1 円未満切り捨て）

メーター使用料
（口径 13㎜）

80 円

消費税
（税率 8％）

６円
（1 円未満切り捨て）

３，４１７円

メーター使用料水量料金

［水量料金（基本料金＋超過料金）＋消費税］ ［メーター使用料＋消費税］＋ 水道料金＝

　安心・安定したサービスの提供を続けていくために、町民の皆様のご理解・ご協力をよろしく
お願いいたします。
問上下水道課　IP☎０５０－５８１２－１８６１

使用水量 10㎥ 20㎥ 30㎥ 50㎥ 100㎥
メーター口径 13㎜ 13㎜ 13㎜ 25㎜ 25㎜

水道料金 1,689 円 3,417 円 5,145 円 8,720 円 17,630 円
※上記料金には下水道使用料は含まれていません。

●参考料金
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「スポーツを核とした地域づくり」に取り組みます

協働のまちづくり
　�　北広島町まちづくり基本条例の協働理念に基づき、ひとづくり・まちづくりを

進めているところです。取り組みの基本は、「協働」のキーワードを基に、地域・
活動団体・事業者・行政が個別もしくは連携して役割分担により「より良い社会、
暮らしやすいまち」を目指すものです。

　�　そのために行政は、人材育成をはじめ、合意形成手法の提案、情報の発信、場
の提供といった、まちづくりのプラットフォームづくりを展開し、地域住民が対
話や相互理解により自ら課題を定め、その解決に向けて行動し、その結果を多く
の方に公表し、自らの「やりがい」「生きがい」を求める活動を支援していきます。

�取り組みの背景
　�　本町を拠点に活動する「どんぐり北広島ソフトテニスクラブ」は、監督・選手が本町に

移住し、町内で働きながら練習を行うとともに、地域に密着した活動を行っています。
　�　地域の行事や大会などを通じ、地域住民とチームの関わりが深まっており、チームの応

援を通じて、喜びや、感動を共有する人と人の繋がりが広がり、高齢者の外出機会の創出
や、新しいことにチャレンジする活動意欲の創出につながっています。地域住民の自主的・

スポーツを
「する」「観る」「支える」

町民の活動と環境整備を
総合的に推進

「核となるスポーツ」を
推進し、町民の

「やりがい」「生きがい」
の創出による

地域・経済の活性化

＝＋

問企画課 政策立案室
　IP☎０５０－５８１２－１８５６

主体的な支援活動が広がることで、チームの選手も「応援してくれる地域のために頑張り
たい」「北広島町を全国に広めたい」と活動意欲が向上し、日本トップクラスのクラブチー
ムとして活躍しています。

　�　このようにスポーツを通じて地域とチームが関わり、お互いの活動を高め合い、やりが
いを感じる相乗効果が生まれています。

今後の取り組み方針
　�　町民と行政の協働の取り組みを通じて、住民自身が楽しみ、やりがいを持って活動し「魅

力あるまち」づくりに取り組むことで、地域コミュニティや地域活動の活性化など地域の
活力を創出するとともに、観光客の増加など交流人口の拡大による地域経済の活性化を推
進します。

核となるスポーツ

相乗効果
やりがい
生きがい
満足感

地域の応援に応えたい
地域を元気にしたい

頑張る姿に感動した
応援して元気をもらった

地域が元気になった

地域の応援が
うれしい

自分にできる
応援をしたい

地域
（個人・活動団体・事業者）

応援
支援

喜び
感動

7 Public Relations Kitahiroshima
  2019.3



こ
ち
ら 

ネ
ウ
ボ
ラ 

き
た
ひ
ろ
し
ま

  「
て
ご
て
ご
」
で
す

北
広
島
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

問
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

ネ
ウ
ボ
ラ
保
育
士
お
す
す
め

　
「
子
ど
も
の
心
の
育
て
方
」

○�

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間

を
大
切
に

　

大
人
は
、
子
ど
も（
赤
ち
ゃ
ん
）に

す
べ
て
の
こ
と
を「
教
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
考
え
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、
２
～
３
か
月
ぐ
ら
い

に
な
る
と
、
機
嫌
の
よ
い
時
に「
あ
ー

あ
ー
」と
声
を
出
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
を
大
人
が
真
似
し
て
同
じ
よ

う
に
言
っ
た
り
、
７
か
月
ご
ろ
に
ハ
イ

ハ
イ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
人
が
一

緒
に
ハ
イ
ハ
イ
を
し
て
あ
げ
る
と
、
と

て
も
喜
び
ま
す
。
１
歳
に
近
づ
く
と
、

だ
ん
だ
ん
と
今
度
は
赤
ち
ゃ
ん
が
大
人

の
真
似
を
し
始
め
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と

大
人
が
楽
し
み
な
が
ら
真
似
た
り
、
真

似
さ
れ
た
り
を
繰
り
返
す
う
ち
に
赤

ち
ゃ
ん
は
多
く
の
こ
と
を
大
人
か
ら
学

び
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
よ
く
見
て
い
る
と
、

私
た
ち
が
気
に
も
留
め
な
い
そ
の
辺
り

に
あ
る
石
や
小
さ
な
虫
、
音
、
風
な
ど

色
々
な
こ
と
を
感
じ
、
興
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
大
人
の
私
た

ち
に
イ
キ
イ
キ
と
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の「
不
思
議
だ
な
」と

い
う
思
い
や
、
楽
し
さ
や
悲
し
さ
を
一

緒
に
共
有
し
て
み
ま
し
ょ
う
。　

　

子
ど
も
た
ち
の
話
を
聴
い
た
時
は
、

大
人
の
自
分
が
感
じ
た
こ
と
も
伝
え
合

い
な
が
ら
、
笑
顔
の
時
間
を
積
み
重
ね

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の「
好
き
」を
発
見
し
よ
う

　
誰
に
で
も
、
得
意
な
こ
と
不
得
意
な

こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
も

大
好
き
な
こ
と
と
、
ち
ょ
っ
と
苦
手
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
苦
手
な
こ
と
は
、

少
し
置
い
て
お
い
て
、
子
ど
も
の
好
き

な
こ
と
得
意
な
こ
と
、
熱
中
し
て
で
き

る
こ
と
を
１
つ
で
も
見
つ
け
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
、

「
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
」「
自
分
は

大
切
な
存
在
で
、
価
値
の
あ
る
者
な
の

だ
」と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

何
で
も
よ
い
の
で
、子
ど
も
の「
好
き
」

を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
心
の
土
台
を
築
き
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は「
自
分
が
大
切
な
存
在
」

と
感
じ
る
こ
と
を
大
人
に
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、「
心
の
土
台
」を
築
き
ま
す
。

雨
や
風
、
地
震
な
ど
に
強
く
て
丈
夫
な

建
築
物
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
土
台
作

り
が
重
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
心
の
成
長
の
た
め
に
、「
心
の
土

台
」づ
く
り
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
中
は
、仕
事
や
家
事
に
追
わ
れ
、

子
育
て
を
楽
し
む
こ
と
が
気
分
的
に
難

し
い
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
１
日
の
う

ち
で
５
分
で
も
よ
い
の
で
、
子
ど
も
た

ち
の
声
を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○�

子
ど
も
の
発
見
す
る
力
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う

　
ネ
ウ
ボ
ラ
き
た
ひ
ろ
し
ま
で
は
、
町

の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た「
き

た
ひ
ろ
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
刊

行
し
ま
し
た
。

　
３
学
期
に
入
っ
て
か
ら
、
保
育
施
設

や
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
さ

ん
を
通
じ
て
、
子
育
て
家
庭
へ
配
布
し

ま
し
た
。
ま
だ
、
保
育
施
設
に
入
っ
て

い
な
い
子
ど
も
さ
ん
へ
は
福
祉
課
か
ら

直
接
郵
送
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
の
で
、
町
外
に

お
ら
れ
る
方
も
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
家
庭

や
孫
の
た
め
に
持
っ
て
お
き
た
い
と
い

う
方
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
き
た
ひ
ろ
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い
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子
ど
も
の
予
防
接
種

　
予
防
接
種
は
、
法
律
な
ど
に
よ
り
対

象
年
齢
、
接
種
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
定
め
ら
れ
た
対
象
年
齢
、
接
種

回
数
や
接
種
間
隔
で
な
い
場
合
、
費
用

が
自
己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。母
子
健
康
手
帳
を
ご
確
認
の
う
え
、

忘
れ
ず
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
麻
し
ん
・
風
し
ん
第
２
期
】

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
第
２
期
の

予
防
接
種
は
、
第
１
期
後
の
追
加
免
疫

と
し
て
、
通
常
は
年
長
児
の
間
（
５
歳

以
上
７
歳
未
満
）
に
１
回
接
種
し
ま
す
。

【
日
本
脳
炎
第
２
期
】

　

日
本
脳
炎
第
２
期
の
予
防
接
種
は
、

第
１
期
（
初
回
接
種
及
び
追
加
接
種
）

後
の
追
加
免
疫
と
し
て
、
通
常
は
小
学

４
年
生
の
間
に
１
回
接
種
し
ま
す
。

【
二
種
混
合
第
２
期
】

　
二
種
混
合
（
Ｄ
Ｔ
）
第
２
期
の
予
防
接

種
は
、
三
種
混
合
第
１
期
（
初
回
接
種

及
び
追
加
接
種
）
後
の
追
加
免
疫
と
し

て
、
通
常
は
小
学
６
年
生
の
間
（
11
歳

以
上
13
歳
未
満
）
に
１
回
接
種
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

や
、
接
種
券
を
紛
失
し
た
場
合
な
ど
、

ご
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

子ども・
高齢者の
予防接種
　問保健課 健康増進係
　IP ☎０５０－５８１２－１８５３

  
高
齢
者
対
象
の

  
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
今
年
度
対
象
者
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
実
施
期
間
は
、

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、
肺
炎
に

か
か
り
に
く
い
、
か
か
っ
て
も
重
い
症

状
に
な
り
に
く
い
な
ど
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
接
種
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
す
で

に
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
必
要
事

項
を
ご
確
認
の
う
え
、
期
限
ま
で
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種
券
を
紛
失
し

た
場
合
や
、
対
象
年
齢
の
確
認
な
ど
、

く
わ
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
北
広
島
町
立
小
学
校
及

び
中
学
校
に
在
学
ま
た
は

入
学
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
で
経
済
的
に
困
っ
て

お
ら
れ
る
方
へ
学
校
で
必

要
な
学
用
品
費
等
の
経
費

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　
平
成
31
年
度
分
の
申
請

書
の
提
出
期
限
は
、
在
校

生
が
３
月
22
日
（
金
）、
新
入
生
が
４

月
15
日
（
月
）
で
す
。
前
年
度
か
ら
引

き
続
き
支
給
を
受
け
る
場
合
も
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
申
請
書
や
く
わ

し
い
案
内
は
本
庁
教
育
委
員
会
事
務
局

及
び
各
学
校
に
あ
り
ま
す
。
支
給
を
希

望
さ
れ
る
方
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
添
付
し
、
就
学
先
の
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
北
広
島
町
修
学
奨
学
金

は
、
高
等
学
校
や
大
学
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
に
進

学
を
希
望
し
な
が
ら
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
方
に
、
奨
学
金

の
貸
与
を
行
う
制
度
で

す
。

　
平
成
31
年
度
分
の
申
請

書
の
提
出
期
限
は
４
月
26
日
（
金
）
で

す
。
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
貸
与
を
受

け
る
場
合
も
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
申
請
書
や
く
わ
し
い
案
内
は
本
庁

教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
各
支
所
地
域

づ
く
り
係
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
奨
学
金
は
貸
与
（
無
利

子
）
で
す
の
で
、
学
校
を
卒
業
後
、
一

定
の
期
間
以
内
に
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
就
学
援
助
費
の
支
給
及
び
修
学
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
に
は
、
世
帯
の

所
得
制
限
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
た
す
べ

て
の
方
に
支
給
・
貸
与
決
定
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
教
育
委
員
会 
学
校
教
育
課　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
８

申
請
期
限

在
校
生　

３
月
22
日
（
金
）

新
入
生　

４
月
15
日
（
月
）

４
月
26
日
（
金
）

義務教育就学援助費
【小・中学校】

北広島町修学奨学金貸与制度
【高等学校・大学など】

申
請
期
限
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健　
康
　
信
通

第167回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う

楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 56 会場で実施
中です。参加者の声を紹介します。

岡お
か
も
と本 

美み

よ

こ
代
子
さ
ん

岩
戸
元
気
ク
ラ
ブ

（
毎
週
火
・
木

  

午
後
２
時
～
３
時
30
分
）

　

私
が
体
操
を
始
め
て
４
年
に
な
り

ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、体
操
を
続
け
た
結
果
、

以
前
に
比
べ
血
液
検
査
で
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
下
が
り
、
娘
の
お
古

の
ジ
ー
ン
ズ
が
履
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
私
は
寒
さ
に
は
弱
い
ほ
う
で

し
た
が
、
体
操
を
す
る
と
血
流
が
良

く
な
り
体
が
ぽ
か
ぽ
か
し
て
く
る
の

で
、
寒
さ
が
あ
ま
り
こ
た
え
な
い
体

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
作
る
お
米
が
一
番
お
い

し
い
と
孫
が
言
っ
て
く
れ
る
の
が
う

れ
し
く
て
、
夫
と
共
に
米
作
り
を
１

年
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
体
操
を
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
体
の
健
康
と
同
じ
よ
う
に
、
心
の
健

康
も
損
ね
る
と
日
常
生
活
に
大
き
な
支

障
を
き
た
し
ま
す
。
心
の
不
調
の
主
な

原
因
と
な
る
の
が
、
ス
ト
レ
ス
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
を
無
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
た
め
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
す
ぎ
る
と
、
う

つ
病
や
不
安
障
害
、睡
眠
障
害
の
ほ
か
、

頭
痛
、
胃
痛
、
下
痢
な
ど
身
体
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
コ
ツ

　
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
、
普
段
の
生

活
の
中
で
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

　
食
生
活
が
乱
れ
る
と
気
分
が
イ
ラ
イ

ラ
し
、
体
の
抵
抗
力
も
低
下
し
ま
す
。

１
日
３
食
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
ゆ
っ
く

り
噛
ん
で
、
楽
し
い
会
話
を
し
な
が
ら

食
べ
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ぐ
っ
す
り
睡
眠

　
眠
り
に
は
、
脳
と
体
を
疲
労
回
復
さ

せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
枕
や
パ
ジ
ャ

マ
等
、
睡
眠
環
境
を
自
分
が
気
持
ち
よ

い
と
感
じ
る
も
の
に
取
り
換
え
る
の
も

良
い
方
法
で
す
。
ま
た
、
眠
る
直
前
の

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
の
使
用
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
ト
レ
ス
解
消

　
心
身
の
緊
張
を
と
き
ほ
ぐ
す
と
ス
ト

レ
ス
は
軽
減
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
お
風

呂
に
入
る
、
親
し
い
人
と
の
会
話
、
散

歩
、
趣
味
、
習
い
事
、
旅
行
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
自
分
が
心
の
底
か
ら
楽
し
む

こ
と
は
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な

が
り
ま
す
。

早
期
対
応
が
早
期
回
復
に

　
不
調
が
長
引
く
場
合
は
、
か
か
り
つ

け
医
や
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
健
課
の
保
健
師

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
い
つ
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
ア
ル
コ
ー
ル
ま
め
知
識　
そ
の
⑫
】

　
お
酒
に
関
す
る
話
も
、
今
回
が
最
終

回
で
す
。
振
り
返
る
と
、
お
酒
の
単
位

は
、
ド
リ
ン
ク（
純
ア
ル
コ
ー
ル
10
ｇ

＝
１
ド
リ
ン
ク
と
定
義
）と
い
う
紹
介

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
無
理
な
く
で
き

そ
う
な
目
標
設
定
を
し
、
飲
酒
日
記
を

つ
け
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
と
生
活
習
慣
病
、睡
眠
、

認
知
症
、
う
つ
病
や
自
殺
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
あ
る
い
は
飲
酒
運
転
、
お
す

す
め
の
つ
ま
み
に
つ
い
て
も
話
題
に
し

て
き
ま
し
た
。
お
酒
は
悪
い
面
ば
か
り

で
は
な
い
の
で
す
が
、
今
の
飲
み
方
で

は
、
体
や
心
へ
の
悪
影
響
が
多
い
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
飲
酒

文
化
が
成
熟
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
お
酒
の
い
い
面

も
悪
い
面
も
両
方

わ
か
っ
た
上
で
、

上
手
に
つ
き
あ
え

る
人
が
１
人
で
も

増
え
れ
ば
幸
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・
武
藤 

岳
夫
医
師
）
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

おげんきカルタ
今月の一枚

健康づくりは、バランスの
よい食事、適度な運動、質
のよい睡眠が大切です。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

多
様
な
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

助
け
合
い
活
動
を
把
握
し
、
さ
ら
に
北

広
島
町
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、

生
活
支
援
に
携
わ
る
地
域
の
関
係
者
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
く
「
地
域
支

え
合
い
推
進
員
」
で
す
。

具
体
的
な
活
動

○�

地
域
の
集
い
の
場
や
生
活
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
て
い

ま
す
。

○�

高
齢
者
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
地
域

ケ
ア
会
議
等
で
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

○�

地
域
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

情
報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○�

意
見
交
換
会
な
ど
を
と
お
し
て
、
多

様
な
世
代
や
地
域
の
関
係
者
と
意
見

交
換
・
連
携
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
５
月
か
ら
、
北
広
島
町
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、

４
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
中

　
今
後
も
地
域
へ
出
向
き
、
困
り
ご
と

に
対
す
る
解
決
方
法
を
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

日 時　３月14日（木） 午後１時30分～３時30分
　　　　※毎月第２木曜日に開催します。
会 場　胡子町集会所（大朝地域）
参加料　100円（お茶代として）
内 容　おしゃべり、歌、指体操、簡単なゲームなど

認知症カフェ　わさまちカフェ開設！

町内で開催中の認知症カフェ

※�日時など、くわしくは地域包括支援センターに
お問い合わせください。

　「認知症カフェ」は、認知症の方やご家族、地域住民、介
護や認知症の専門職などが互いに交流し、誰もが、気軽に
集うことができる場所です。お気軽にご参加ください！

◆認知症ふれあいカフェ
　ショッピングセンターサンクス
　１階食堂

◆ふれあいカフェ芸北
　芸北ホリスティックセンター
　旧デイサービス

◆ふれあいカフェからしろ
　からしろ館

◆どんぐりカフェ
　都志見マザーズ団栗子店舗内

石橋 源郎さん
（大朝地域）

福原あや子さん
（千代田地域）

中 みとえさん
（豊平地域）

前山由里子さん
（芸北地域）
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北広島町
豊平診療所

について

　
北
広
島
町
豊
平
病
院
は
、
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
、
北
広
島
町
豊
平
診
療

所
と
し
て
豊
平
地
域
の
持
続
し
た
医
療

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
建

物
内
で
医
療
・
福
祉
・
介
護
を
提
供
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
豊
平
診
療
所
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
指
定
管
理
者
】

　
医
療
法
人
明
和
会

　
理
事
長　
益ま
す
だ田 

正ま
さ
み美

【
指
定
管
理
期
間
】

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
36
年（
２
０
２
４
年
）３
月
31
日

　
ま
で
の
５
年
間

【
豊
平
診
療
所
長
】

　
桂か
つ
ら
だ田 

英え
い
じ知（
内
科
医
）

【
診
療
日
】　
月
～
土
曜　

【
診
療
時
間
】

　
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

　
午
後
４
時
～
５
時
30
分

【
休
診
日
】

　
木
曜・土
曜
午
後
、
日
曜
、
祝
祭
日
、

　
お
盆（
８
月
14
日
～
16
日
）、

　
年
末
年
始
、
５
月
最
終
土
曜
日

【
外
来
診
療
以
外
】

◎�
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

◎
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
デ
イ
ケ
ア
）

◎
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

◎
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護

　
医
療
・
介
護
の
相
談
や
健
診
の
申
し

込
み
は
、
豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
が
窓
口
に
な
り
ま
す
。
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
保
健
課 

健
康
増
進
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

問
豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
５
０
１

  障がいを知り、共に生きる
障害者差別解消法について
障害者差別解消法は、国や市町などの行政機関や、会社やお店などの民間事業者での「障

がいを理由とする差別」をなくし、すべての人が障がいのあるなしにかかわらずお互いに
尊重しあいながら共生できる社会をつくるための法律です。この法律では、「不当な差別
的取扱い」と「合理的配慮をしないこと」が差別であるとされています。

また、対象となる「障がいのある人」とは、障害者手帳を持っているいないにかかわら
ず、身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含む）、その他心身の機能の障
がいがある人です。

「不当な差別的取扱い」
�　正当な理由がないのに、障がいがある
ということでサービスなどを提供しなか
ったり、制限をすることです。また、障
がいのない人にはつけないような条件を
つけたりすることも含まれます。

「合理的配慮をしないこと」
�　障がいのある人などから、生活上で行
動などを妨げていることに対して何らか
の配慮を求める意思表明があったにもか
かわらず、それらを取り除くなどの合理
的な配慮をしないことです。

障がいのある人への差別をなくし、周囲の理解や配慮によって障がいのあるなしにかか
わらず、誰もがお互いに尊重されるやさしい地域社会をめざしていきましょう。

障害者差別解消法に関する相談窓口・問
福祉課　IP ☎０５０－５８１２－１８５１（平日：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）
　　　　FAX ０８２６－７２－５２４２
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地域おこし協力隊通信

 
手
づ
く
り
の
文
化
に
触
れ
て

　
漬
物
や
味
噌
は
、
私
の
周
り
の
家
庭

で
は
お
店
で
買
っ
て
い
て
、
作
っ
て
い

る
お
家
に
巡
り
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
北
広
島
町
で

は
、
多
く
の
家
庭
で
漬
物
も
味
噌
も
作

っ
て
い
る
と
聞
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
白
菜
も
大
豆
も
自

分
の
畑
で
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

ん
に
ゃ
く
も
、
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
栽
培

し
て
作
っ
て
い
る
方
に
出
会
い
ま
し

た
。
植
物
が
成
長
し
、
実
を
付
け
て
、

食
卓
に
並
ぶ
こ
と
に
感
動
が
あ
る
し
、

や
っ
ぱ
り
手
づ
く
り
の
も
の
は
お
い
し

い
で
す
。「
も
し
、
誰
も
個
人
で
栽
培

し
て
作
ら
な
く
な
る
と
さ
み
し
い
」
と

い
う
声
も
あ
り
、
私
も
さ
み
し
く
思
い

ま
し
た
。
お
い
し
く
感
動
的
な
文
化
を

北
広
島
町
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
っ
て

欲
し
い
し
、
私
も
伝
え
て
い
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
豊
平
に
あ
る
吉
木
と
い
う
地

区
で
は
、
途
絶
え
て
い
た
「
と
ん
ど
」

が
３
年
前
に
復
活
し
、
今
回
３
回
目
が

開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
移
住
さ
れ
た

方
も
多
い
地
区

で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
の
方
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま

な
年
齢
層
の
方

が
来
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
年
々

上
手
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
、
大
き
な
竹
組
み
に
火
が

燃
え
移
る
と
、
パ
ン
パ
ン
竹
の
は
じ
け

る
音
に
、大
人
も
子
ど
も
も
驚
い
た
り
、

炎
の
美
し
さ
に
見
と
れ
た
り
、
火
を
囲

ん
で
お
喋
り
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
シ

シ
鍋
や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
も
ふ
る
ま
わ

れ
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
空
間
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
文
化
を
取
り

戻
す
の
は
、
と
て
も
力
の
い
る
こ
と
で

す
。住
民
１
人
ひ
と
り
の
協
力
と
発
案・

実
行
し
た
人
と
の
頑
張
り
が
、
楽
し
い

と
ん
ど
の
開
催
に
つ
な
が
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
伝
統
行
事
を
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
は
、
行
事
以
上
の
文
化
も

伝
え
て
い
く
、
世
代
間
の
大
事
な
交
流

に
な
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。

（
豊
平
・
前ま
え
だ田 

奈な

つ

え
津
枝
）

　
柿
渋
の
そ
の
後

　
昨
年
８
月
28
日
（
火
）
に
渋
柿
を
絞

っ
て
納
屋
（
冷
暗
所
）
へ
保
管
し
て
か

ら
、
４
か
月
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
絞
っ
て
す
ぐ
は
黄
緑
色
に
濁
っ
て
い

ま
し
た
が
、２
か
月
後
は
黄
色
に
な
り
、

昨
年
末
か
ら
は
オ
レ
ン
ジ
色
へ
変
化
し

て
い
ま
す
。
柿
渋
の
色
と
い
え
ば
赤
褐

色
な
の
で
、
ま
だ
時
間
を
か
け
て
変
化

し
そ
う
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
状
態
で

も
使
っ
て
良
い
そ
う
で
す
が
、
品
質
と

し
て
は
１
年
以
上
寝
か
せ
る
方
が
良
い

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
待
つ
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
柿
渋
は
渋
柿
の
汁
が
発
酵
し
て
で
き

る
も
の
で
、独
特
の
匂
い
を
発
し
ま
す
。

私
の
感
覚
で
は
、
銀
杏
に
近
い
匂
い
だ

と
思
い
ま
す
。
現
在
は
ツ
ン
と
し
た
匂

い
を
感
じ
る
ぐ
ら
い
で
、
ウ
ッ
と
く
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
臭
の
柿
渋
が

全
国
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
家

製
の
も
の
は
匂
い
を
除
去
で
き
な
い
た

め
、
色
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
変
化
す
る

は
ず
で
す
。
う
ま
く
で
き
て
ほ
し
い
の

で
、
ウ
ッ
と
く
る
匂
い
に
な
っ
た
と
き

は
、
喜
び
を
感
じ
ら
れ
そ
う
で
す
。

　
柿
渋
が
完
成
し
た
ら
大
朝
張
に
使
っ

た
り
、
渋
紙
を
つ
く
っ
た
り
、
染
物
に

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
使
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
大
朝
・
鳥と

や谷 

明あ

す

か
日
香
）

収穫された渋柿

4 か月たった柿渋
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鑑札注射済票

　狂犬病は、発症すると致死率 100% の恐ろしい病気です。狂犬病予防法
が制定される前は犬も人も狂犬病に感染して死んでいました。現在、日本で
は狂犬病の発症はありません。しかし、海外から狂犬病の侵入にさらされた
ときには、狂犬病の発生の拡大とまん延の防止を図ることが非常に重要です。
そのためには、飼い主 1 人ひとりが狂犬病に関して正しい知識を持ち、大
切な愛犬と飼い主をとりまく地域の安全のためにも、飼い犬の登録と狂犬病
予防注射を確実に行っていただくことが必要です。

生後 91 日以上の犬を飼い始めた方は、30 日以内に犬の所在地の市区町村で
犬の登録を申請して鑑札の交付を受けてください。登録は犬の生涯に1回です。犬の登録

狂犬病予防注射は、生後 91 日以降に 1 度接種し、次回
からは、毎年 1 回、4 月 1 日から 6 月 30 日の間に受
けなければなりません。北広島町以外の動物病院で予防
注射を受けた場合、北広島町役場または各支所で注射済
票の交付を受けましょう。

狂犬病
予防注射

●北広島町内で飼い主や住所が変わった・飼い犬が亡くなった場合
　→役場町民課環境管理係・各支所へ鑑札を持参し、届け出てください。
●北広島町から他の市区町村へ転出する場合
　→転出先の市区町村へ鑑札を持参し、変更手続きを行ってください。
●犬を町内外へ譲渡した場合、譲渡した方に手続きをお願いしてください。

登録事項の
変更手続き

飼い主のマナー・責任
１．放し飼いの禁止
２．フン尿の後始末
３．不妊・去勢手術

動物の遺棄・虐待は

犯罪です！

愛護動物を遺棄・虐待し
た場合→ 100 万円以下
の罰金
愛護動物を殺傷した場合
→ 2 年以下の懲役また
は 200 万円以下の罰金

ペットは大事な家族です。
愛情と責任を持って最後
まで世話をしてあげてく
ださい。

問 町民課 環境管理係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４

町内の動物病院

北広島町の動物病院では、狂犬病予防注射
及び犬の登録申請・交付ができます

持参 交付
北広島町役場
及び各支所狂犬病

予防注射済票
町外の動物病院 手数料

登録：3,000 円
注射済票：550 円

犬の登録制度と狂犬病予防注射
～登録は犬の生涯に 1 回、狂犬病予防注射は毎年 1 回～

「鑑札」および「注射済票」は犬の首輪に付けてください。
どこで保護されても飼い主がすぐに判明します。
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　平成 30 年度
　「全国学力・学習状況調査」及び「全国体力・運動能力調査」の結果から

北広島の子どもたちは、学力、体力ともにおおむね定着しているといえます

■全国学力・学習状況調査

　全国の小学校第６学年、中学校第３学
年を対象に国語、算数・数学の２教科を
基本とし、今年度は理科の調査も行われ
ました。Ａでは、主に「基本的な知識・
理解」を、Ｂでは、主に「活用力」を問
う問題が出題されます。

　ほぼすべての調査において全国平均
を上回る結果となっています。
　国語の「書くこと」に関する領域の
正答率や、全教科の記述式解答問題の
正答率が高いのが特徴的でした。

教科
小学校６年生 中学校３年生

北広島町 全国 北広島町 全国

国語Ａ ◎ 74 70.7 ○ 78 76.1

国語Ｂ ○ 56 54.7 61 61.2

算数Ａ
数学Ａ ○ 64 63.5 ◎ 70 66.1

算数Ｂ
数学Ｂ ○ 52 51.5 ○ 48 46.9

理科 ○ 62 60.3 ◎ 71 66.1
○は全国平均を上回っていること、◎は全国平均を３ポイント
以上上回っていることを表しています。

平成30年度の調査結果（平均通過率）

■全国体力・運動能力調査

　全国の小学校第５学年、中学校第２学年
を対象に、「握力」「上体起こし」「長座体
前屈」「反復横とび」「20ｍシャトルラン」

「50ｍ走」「立ち幅とび」「ソフトボール投
げ（小学校）、ハンドボール投げ（中学校）」
の８種の実技調査が行われます。

　ほぼすべての実技調査において全国平均を
上回りました。小学校、中学校とも、柔軟性、
俊敏性、持久力、投力等において全国平均を
大きく上回る結果となっています。中学校の
跳躍力の向上は、今後の課題となります。

小学生男子平均 小学生女子平均 中学生男子平均 中学生女子平均
北広島町 全国 北広島町 全国 北広島町 全国 北広島町 全国

握力（kg） ○ 16.8 16.5 ◎ 18.0 16.2 ○ 29.2 28.8 ○ 25.4 23.9
上体起こし（回） ◎ 22.7 20.0 ◎ 23.7 19.0 ○ 30.0 27.4 ◎ 29.1 23.9
長座体前屈（cm） ○ 35.4 33.3 ◎ 41.6 37.6 ○ 45.9 43.4 ◎ 51.2 46.2
反復横とび（点） ◎ 46.6 42.1 ◎ 46.0 40.3 ○ 55.5 52.2 ◎ 52.9 47.4
20 ｍシャトルラン（回） ◎ 60.7 52.2 ◎ 51.4 41.9 ◎ 94.8 86.1 ◎ 71.3 59.9
50 ｍ走（秒） ○ 9.26 9.37 ○ 9.43 9.60 ○ 7.83 7.99 ○ 8.43 8.78
立ち幅とび（cm） ○ 155.6 152.2 ○ 153.4 145.9 △ 195.3 195.6 ○ 174.6 170.3
小ソフトボール投げ（m） ◎ 24.9 22.1 ◎ 16.8 13.8 ○ 22.1 20.6 ◎ 16.0 13.0㊥ハンドボール投げ（m）

平成30年度の調査結果（実技ごと）

○は全国平均を上回っていること、◎は全国平均を10 %以上上回っていること、△は全国平均を下回っていることを
表しています。

※広島県「基礎・基本」定着状況調査（小5、中２対象）について
　昨年度までは、国語及び算数・数学等、教科学力の調査も実施されていましたが、今年度は、生
活と学習に関する児童生徒質問紙調査のみの実施で、学力調査は実施されませんでした。
問教育委員会 学校教育課　IP☎０５０－５８１２－１８６３
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所得の申告相談開催中 ３
月
15
日　

  

ま
で

（
金
）

　町内会場で所得の申告相談を実施しています。申告の必要な方は、添付書類（給与
所得の源泉徴収票等）の準備をして各相談会場にお越しください。
　混雑緩和のため地区指定をしていますので、できるだけ該当の会場へお越しくださ
いますようお願いします。土地・建物・株式等の譲渡所得などがある方は受付がスムー
ズな税務署（クレド）会場での申告にご協力ください。
　事業所得（営業・農業等）の申告をされる方、医療費控除等を受けられる方は、事
前に計算して会場へお越しください。
　日程など、くわしくは「広報きたひろしま２月号」をご覧ください。
問税務課 所得係　IP☎０５０－５８１２－１８５２

税務署での申告相談
期間　２月 18 日（月）～３月 15 日（金）
会場　基町クレド・パセーラ11階 
　　　「NTTクレドホール」 
 　　　（広島市中区基町6-78 広島県庁前）
受付時間　午前９時～午後４時
　　　　　（相談は午後５時まで）
※２月24日と３月３日の日曜は休日開催。
問広島北税務署　☎０８２－８１４－２１１１
　（ガイダンスで０を押す）

自宅のパソコンで申告書作成
　自動計算され、大変便利です。くわしくは国
税庁ホームページの確定申告書等作成コーナー
をご覧ください。
作成コーナーヘルプデスク
　☎０５７０－０１－５９０１
　（全国一律市内通話料金）
　月～金曜（午前９時～午後８時）
※２月18・24日、３月３・10日の日曜も受付。

小型特殊自動車（田植え機・トラクター・フォークリフトなど）をお持ちの方へ
　乗用装置付きの田植え機・トラクター・コンバイン・フォークリフトなどの小型特殊自動車をお
持ちの皆さん、ナンバープレート（標識）の取得はお済みですか？
　地方税法上は、公道を走行しない（田畑や工場内でのみ使用する）場合も、小型特殊自動車をお
持ちの方には軽自動車税の納税義務が発生します。該当する車両をお持ちの方は、役場税務課また
は各支所で申告をしていただき、ナンバープレート（標識）の交付を受けてください。ナンバープレー
トを取り付ける場所がない車両であっても交付を受ける必要があります。

軽自動車税の課税対象となる小型特殊自動車（参照：道路運送車両法施行規則別表一）
長さ 幅 高さ 最高速度

農耕作業用自動車（乗用）
注１ 制限無し 制限無し 制限無し 35㎞／ｈ未満

上記以外の小型特殊自動車
注２ 4.7 ｍ以下 1.7 ｍ以下 2.8 ｍ以下 15㎞／ｈ以下

注１：田植え機、農耕トラクター、コンバイン、マニアスプレッダーなど
注２：フォーク・リフト、ショベル・ローダ、タイヤ・ローラ、ロード・ローラなど

　なお、軽自動車税の課税対象となる小型
特殊自動車は、固定資産税においては課税
対象外ですので、固定資産税の対象となる
償却資産の申告に計上しないようお願いい
たします。

問税務課 所得係
　IP☎０５０－５８１２－１８５２

○申告受付・標識交付場所
　役場税務課・各支所窓口
○申告の際に必要なもの
　・所有者・使用者の印鑑
　・�登録する車両の車名（メーカー名）、型式、車台番号、

排気量
※�申告書にご記入いただきますので、事前に車両など

でご確認ください。また、車両が古く、車台番号な
どが確認できない場合はご相談ください。

検索国税庁
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119
火災情報
IP050-5812-8119

■
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動　
３
月
１
日
～
３
月
７
日

■
火
災
多
発
期
特
別
警
戒　
　
３
月
15
日
～
５
月
６
日

■
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
28
年
12
月
22
日
に
新
潟
県

糸い
と
い
が
わ
し

魚
川
市
に
お
い
て
、
飲
食
店
か

ら
出
火
し
、
１
４
７
棟
が
焼
損
し

た
大
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
火
災
を
機
に
消
防

法
令
が
改
正
さ
れ
、
今
年
10
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
飲

食
店
に
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

 

新
た
に
消
火
器
の
設
置
が
必
要
と
な
る
飲
食
店
と
は

　

今
回
の
改
正
で
新
た
に
消
火
器
の

設
置
が
必
要
と
な
る
飲
食
店
は
、
建
物

延
べ
床
面
積
１
５
０
㎡
未
満
で
、
業
と

し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る
た
め
に
コ

ン
ロ
な
ど
の
火
を
使
用
す
る
設
備
ま

た
は
器
具
を
設
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器

具
に
、
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合

は
、新
た
に
消
火
器
を
設
置
す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

建
物
延
べ
床
面
積
１
５
０
㎡
以
上
の
飲
食
店
に
つ
い

て
は
、
従
前
か
ら
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

防
火
上
有
効
な
措
置
と
は

○
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
（
Si
セ
ン
サ
ー
）

　
鍋
等
の
過
度
な
温
度
上
昇
を
感
知
し
て
、
自
動
的
に

ガ
ス
の
供
給
を
停
止
し
、
火
を
消
す
装
置
。

○
自
動
消
火
装
置

　
厨
房
設
備
に
お
け
る
温
度
上
昇
を
感
知
し
て
、
自
動

的
に
消
火
薬
剤
を
放
射
し
、
火
を
消
す
装
置
。

○
圧
力
感
知
安
全
装
置

　
過
熱
等
に
よ
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
内
の
圧
力
上
昇
を

感
知
し
、
自
動
的
に
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
か
ら
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
本
体
へ
の
ガ
ス
の
供
給
が
停
止
さ
れ
、
火
を
消

す
装
置
。

※�

立
ち
消
え
安
全
装
置
に
つ
い
て
は
、
防
火
上
有
効
な

措
置
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
設
置
に
際
し
て

　
設
置
す
る
消
火
器
は
「
業
務
用
」
消
火
器
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
火
器
を
設
置
し
た
場
合
は
、

定
期
的
に
消
火
器
の
点
検
及
び
消
防
署
へ
の
点
検
結
果

報
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
消
防
本
部

消
防
課
予
防
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
１
９

 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日（
金
）か
ら
３
月
７

日（
木
）ま
で
の
１
週
間
、「
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
事
を
発
見
！
あ
な
た
は
ど
う
す
る
⁉

　
皆
さ
ん
は
、
火
災
に
遭
遇
し
た
と
き
、
適
切
な
行
動

が
と
れ
ま
す
か
？

　

い
ざ
、
火
災
を
目
の
前
に
す
る
と
慌
て
て
し
ま
い
、

消
火
や
通
報
、
避
難
と
い
っ
た
対
応
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
皆
さ
ん
の
職
場
や
お

住
ま
い
の
地
区
な
ど
で
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
消
防
法
令
に
よ
り
消
防
訓
練
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
建
物
な
ど
の
場
合
は
、
事
前
に
消
防
署
へ
報

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

消
防
訓
練
は
何
回
行
っ
て
も
無
駄
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
消
防
署
で
は
、
消
防
訓
練
の
指
導
や
水
消
火
器
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

す
べ
て
の
飲
食
店
に

 

消
火
器
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
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第27回広島県英語暗唱大会（帰国生徒の部）
豊平中３年・後

ご と う

藤 健
け ん た

太さんが優勝
　昨年12月８日（土）、三原市本郷生涯学習セ
ンターで開催された第27回広島県英語暗唱大
会（帰国生徒の部）で、豊平中学校３年後藤 健
太さんが優勝されました。後藤さんは「日本と
フィリピンの家庭でのコミュニケーションの取
り方の違いについて」をテーマに、時にユーモ
アも交え、表現力豊かに聴衆に語りかけました。

「全体的にハイレベルだった」と審査員が講評
するほどの大会で輝かしい成果を挙げました。

町長室へ優勝の報告に訪れた後藤さん

山県地区保護司会 会長
能
の う み

美 直
な お や

哉さん（大朝）に瑞宝双光章
　山県地区保護司会会長の能美 直哉さんが瑞
宝双光章を受章されました。能美さんは、平成
４年から保護司を務めており、犯罪や非行をし
た人の更生に尽力されているほか、毎年７月の

「社会を明るくする運動」の強調月間などにあ
わせて犯罪・非行防止の活動に積極的に取り組
まれています。昨年12月20日（木）、町長室
へ報告に来られました。

叙勲を受けられた能美さん

援護事業功労者に対する厚生労働大臣表彰
岩
い わ さ き

㟢 正
ま さ し

司さん（千代田）が受賞
　千代田地域の岩﨑 正司さんが、平成30年度
援護事業功労者に対する厚生労働大臣表彰を受
賞されました。岩﨑さんは、昭和54年から現
在まで39年間にわたり、戦没者遺族会の活動
に尽力され、北広島町遺族会や山県郡遺族連合
会の会長も歴任してこられました。平成29年
からは広島県遺族会副会長として、戦没者遺族
援護事業の発展のため活躍されています。

表彰を受けた広島県遺族会副会長の岩㟢さん

▲連携訓練

新庄・大朝保育所の子どもたちも見学
島根県ドクターヘリと連携訓練を実施
　消防署では、昨年11月７日（水）、大朝ふれ
あいの森駐車場及び北広島町B&G大朝海洋セ
ンターで、「島根県ドクターヘリ」との連携訓
練を行いました。訓練は、交通事故によって重
傷者が発生したことを想定して実施。当日は新
庄保育所と大朝保育所の幼年消防クラブ員が、
訓練の様子やヘリコプターの見学を行いまし
た。消防署では、これからも島根県ドクターヘ
リとの連携強化を図っていきます。

◀ヘリを見学する子どもたち
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1/20
（日）

芸北きちゃん祭
　with 雪合戦 in 芸北
ジュニア雪合戦大会

　美和東ふるさと振興協議会と（公財）ひろしま国際
センター主催の国際交流事業が、芸北の美和東文化セ
ンターで開催されました。今年で 17 回目を迎え、イ
ンドや中国など 14 か国・地域 42 人が参加し、郷土
料理作りなどを通じて溝口地区の皆さんと交流。また、
ステージでは民族舞踊を披露したほか、溝口神楽団
による神楽も鑑賞されました。前日には積雪にも恵ま
れ、参加者の皆さんは雪遊びを楽しんでいました。振
興協議会の長

ながひろ
葊 修

おさむ
会長は「天候に恵まれて最高の日

になった。この機会を通じて外国の文化を知り、日本
の文化も知ってもらいたい」と話していました。

　B&G 芸北運動公園体育館で、「第８回芸北
きちゃん祭 with 雪合戦 in 芸北」が行われま
した。積雪不足のため、一般の部は中止となり、
芸北小学校や島根県、鳥取県の小学生８チーム
によるジュニア雪合戦大会として実施。保護者
の方からの声援も飛び交うなか、雪上さながら
の熱い試合が繰り広げられ、浜田市旭町のチー
ムが優勝をおさめました。

芸北・美和東国際交流
「雪生活体験」

1/27
（日）
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　
自
殺
対
策
強
化
月
間

　
毎
年
３
月
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
自
殺
は
身
近
な
問
題
で
あ
り
、

国
や
県
、
市
町
村
が
協
力
し
て「
誰
も

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
」の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
悩
み
の
あ
る
方
、
周
囲
に
悩
み
を
抱

え
る
人
が
い
る
方
は
、
次
の
連
絡
先
へ

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
３
月
定
期
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
３
月
募
集

を
行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
建
設

課
管
理
係
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
31
年
度

　
新
規
就
農
研
修
生
の
随
時
募
集

　
本
町
農
業
を
担
う
専
業
農
家
を
育
成

す
る
た
め
、
新
規
就
農
を
目
指
す
研
修

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
研
修
は
先
進

農
家
や
研
修
施
設
で
２
年
間
の
実
地
研

修
等
を
し
ま
す
。

募
集
要
件

・�

研
修
修
了
後
、
新
た
に
専
業
農
家
と

し
て
独
立
就
農
等
を
希
望
す
る
方

・�

原
則
と
し
て
、
20
歳
以
上
39
歳
以
下

の
方

　
義
務
教
育
終
了
祝
金

　

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
児
童
が
、

健
や
か
に
、
か
つ
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
よ
う
激
励
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
義

務
教
育
終
了
祝
金（
１
万
円
）を
支
給

し
ま
す
。
該
当
の
方
は
、
３
月
29
日

（
金
）ま
で
に
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
住
民
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

　
本
町
に
４
月
１
日
現
在
で
１
年
以
上

在
住
し
、
平
成
31
年
３
月
に
中
学
校
を

卒
業
す
る
児
童
を
持
つ
母
子
家
庭
及
び

父
子
家
庭
の
保
護
者

提
出
書
類

　
義
務
教
育
終
了
祝
金
申
請
書
及
び

　
請
求
書

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
IP
☎
１
８
５
１

・�

就
農
に
必
要
な
一
定
の
資
金
を
有
す

る
方　
他

募
集
定
員　
１
人

（
書
類
及
び
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
）

募
集
期
間　
随
時

※�

本
格
的
な
就
農
を
目
指
す
前
に
、
短

期
農
業
体
験
研
修
も
で
き
ま
す
。

問
農
林
課
新
規
就
農
推
進
係

　
IP
☎
１
８
５
７

募
集
住
宅

本
地
団
地　
　
　
　
　
　
　
（
千
代
田
）

特
公
賃
・
松
崎
団
地（
世
帯
用
・
豊
平
）

申
込
受
付
期
間

　
３
月
１
日（
金
）～
11
日（
月
）

　
＊
土
・
日
を
除
く

※�

入
居
可
能
日
は
４
月
１
日
以
降
と
な

り
ま
す
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
受
付
期
間

終
了
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
建
設
課
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

芸
北
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
１
１
２
４

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
お
知
ら
せ

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」制
度
は
、高
校
、

大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か

る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

融
資
額　
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
３
５
０
万
円
以
内

金
利　
年
１・７
８
％

　
　
　
（
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

返
済
期
間　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

　
く
わ
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６
ま
た
は

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ
　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ
　

　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



みんなで作ろう！
北広島の「夢プロ給食」
給食メニューコンテスト

たっぷりんごサラダ
最優秀賞

考案者

キャベツ…3～4枚
トマト……１／２個

きゅうり………小1本
塩（板ずり用）……少々

材料（４人分）

スクランブルエッグ
卵………………２個
牛乳………大さじ１
塩・こしょう…少々
油（炒め用）……少々

ドレッシング
りんご………１／２個
レモン汁…大さじ１強
オリーブオイル
　　　……大さじ１強
塩………小さじ１／４
こしょう…………少々

作り方
①�キャベツは茹でてざく切りに、トマトは一口

大に切る。きゅうりは板ずりをして、縦半分
に切り、斜め薄切りにする。

②�ドレッシングは、りんごを皮付きのまますり
おろし、すぐにレモン汁の中に入れる。オリー
ブオイル、塩・こしょうと混ぜる。

③スクランブルエッグと①、②を混ぜて完成。

新庄小学校 ５年
小
お が さ わ ら

笠原　大
だ い ち

智くん

りんごをたっ
ぷり

使うところが

ポイントです
！

このメニューは、1 月 24 日（木）の町内
小中学校の給食で提供されました。
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看護師・准看護師
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム やすらぎ

（医）明和会 北広島病院
立川医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
ありた歯科医院

管理栄養士
富士産業（株）中国事業部

栄養士
富士産業（株）中国事業部

介護職・介護支援専門員など
特別養護老人ホーム やすらぎ

（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの
特別養護老人ホーム　やまゆり

小売店販売員など
Life shop かわすみ
ａｕショップ　北広島店

事務員など
（株）西部興産
（株）輝陽

経理事務
（株）下岡タイヤ産業

製造事務
丸二（株）

総務業務の管理職
広島イーグル（株）

安全衛生管理
広島イーグル（株）

IT管理担当業務
広島イーグル（株）

営業事務
福山通運（株） 広島北支店

（有）ハナキ保険企画
営業・販売

テクノレイク（株）
喜楽鉱業（株）広島総合工場

（株）シバオ　広島サービスセンター
たびーと ホープバス協同組合

（有）ハナキ保険企画
土木建築作業員・設備作業員など

（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電機サービスセンター
（有）ビーエム
（有）ダイケン
豊平建設（株）

（有）日高工務店
桑本建材（株）

（株）服部組
（有）溝田組
千代田建設（株）

現場・重機オペレーター
（有）溝田組
（株）西部興産

接客業務など
広島北ホテル

調理人
広島北ホテル

（株）誠企画
食品製造など

丸二（株）
広島協同乳業（株）

製造作業員（工場作業など）
（株）大田鋳造所 千代田事業所
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）

（株）サステック
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材
（株）ハタヤデザイン
（株）カセイ

北広島エコファクトリー 西日本リネンサプライ（株）
広島イーグル（株）
広島精密工業（株）氏神工場
エーエスレジン（株）
ブリヂストンタイヤサービス西日本（株）中国支社
徳山産業（株）

（株）ジャパンエンジニアリング・ワークス 千代田工場
（株）ショウワコーポレーション
中国木材（株）
津久田工業（株）
三越鉄工

産業廃棄物処理従事者
喜楽鉱業（株）広島総合工場

技術前処理係
喜楽鉱業（株）広島総合工場

工場内施設管理
広島協同乳業（株）
運転手（トラック・機械・バス・タクシーなど）
福山通運（株）広島北支店
喜楽鉱業（株）広島総合工場

（有）大朝交通
ちよだタクシー（株）
北広島タクシー

（株）下岡タイヤ産業
（株）竹下建設
（有）ダイケン
（有）豊平交通
桑本建材（株）
今井運送（株）

（株）輝陽
自動車技術（自動車整備）

車検の速太郎　千代田店
自動車検査員

車検の速太郎　千代田店
農業

（有）千代田ファーム
（有）北広島町農林建公社
益水興産（有）

農産物の管理・接客
豊平建設（株） 豊平どんぐり農園

スポーツ
大朝まちづくり（有）

倉庫作業
広島協同乳業（株）

（株）ショウワコーポレーション
保育士

蔵迫保育所

正社員の募集

看護師・准看護師
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　
（医）明和会 北広島病院
（医）社団せがわ会 千代田病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
立川医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　

介護職・介護支援専門員など
特別養護老人ホーム やすらぎ
グループホーム・デイサービス　きららの里
社会福祉法人　三矢会
芸北小規模多機能ホーム・芸北デイサービス
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
北広島町社会福祉協議会

（医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
障害福祉サービス ホームきずな・ぴいぱぶ
あけぼの訪問介護事業所

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
（医）共愛会 みやけ歯科医院

管理栄養士
富士産業（株）中国事業部

栄養士
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）
富士産業（株）中国事業部

小売店販売員など
Life shop かわすみ

（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫
（株）フレスタ　サンクス店

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫

（株）ザグザグ（ドラッグストア ザグザグ千代田店）
ローソン千代田インター店
メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ　北広島店
ローソン北広島町　蔵迫店
alzo 千代田店（アルゾ ちよだてん）

事務員など
福山通運（株）広島北支店
テクノレイク（株）
車検の速太郎　千代田店

（株）ハタヤデザイン
（株）大田鋳造所 千代田事業所
（一財）広島県森林整備・農業振興財団　北広島事務所
大和ハウス工業（株）広島支社

（株）西部興産
営業事務

（有）ハナキ保険企画
乗合タクシー　受付

ちよだタクシー（株）
フロント受付業務

千代田OGMゴルフクラブ
土木作業員など

（有）ビーエム
調理人

（株）広鉄二葉サービス
接客・調理補助など

千代田OGMゴルフ倶楽部
（有）新見仕出し店
（株）サルボ両備　寒曳売店
（株）広鉄二葉サービス
（株）フレスタ　サンクス店
芸北文化ランド

（株）むさし
（株）どんぐり村
広島北ホテル
田原温泉5000年風呂
お好み焼き 三八 松浦

（株）バルコム（長笹 樂山）

接客・調理補助など
（株）亀の家（アザレア千代田）

タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）
（株）誠企画
和食　みや島
きたひろ市場
へんぽこ茶屋
富士産業（株）中国事業部
エームサービスジャパン（株） やまびこ広島事業所

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場
（株）フレスタ　サンクス店

製造作業員（工場作業）
（株）キャリアメイク
（株）セイユー
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
オオアサ電子（株）

（株）ハタヤデザイン
（株）サルツ
テクノレイク（株）

（株）カセイ
（株）やまびこ　広島事業所
（株）進栄工業
日本機電西日本販売（株） 千代田センター
徳山産業（株）

（株）クリエイト
（株）ダスキンプロダクト中四国
（株）MINING（まいにんぐ）
（株）ホットスタッフ広島
（株）ヒロマイト 千代田工場

洗浄業務
富士産業（株）中国事業部

排水処理場管理業務
広島イーグル（株）

郵便配達員
郵便局  千代田・豊平・大朝・芸北
運転手（清掃車・マイクロバス等）
三次電工（株）北広島出張所
大新東（株）広島営業所

検品・仕分け・梱包作業
姫路合同貨物自動車（株）ジュンテンドー芸北配送センター

（株）Kouei　Chemical（こうえい　けみかる）
倉庫作業など

エコートレーディング（株）広島支店
業務員

福山通運（株） 広島北支店
清掃

サマンサジャパン（株）
（有）ホームクリーン
三次電工（株）北広島出張所

（株）亀の家（アザレア千代田）
キャディ

千代田OGMゴルフ倶楽部
警備員

（株）タック
（株）ニットー 三次営業所

農業
（有）山本屋養鶏場
SUN  SMILE  FARM（さんすまいるふぁーむ）
西日本高速道路エンジニアリング中国（株）北広島農場

（有）千代田ファーム
中原ファーム
三島食品（株）北広島町農園事業 紫の里

農産物の管理・接客
豊平建設（株）　豊平どんぐり農園

美容業
Appreciate（あぷりしぇいと）

保育士
大朝保育所
蔵迫保育所

保育士＋保育補助
蔵迫保育所

パートの募集
人情報コーナー求 平成31年

２月４日現在 

問 北広島町求人情報センター（企画課 定住推進係内） 
    IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。
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>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［１月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 18,748 人 （29 減）

    転　入 36 人

    転　出 33 人

　 出　生 9 人

　 死　亡 41 人

    世帯数 8,563 世帯 （4 減）

●国民健康保険税［ 8 期 ］
●後期高齢者医療保険料［ 8 期 ］

●国民健康保険税［ ９期 ］

 ２月28日（木）

◆広報紙の担当になって 3 年。成人式の取
材も今年で3回目でした。新成人の皆さん、
あらためておめでとうございます。友人と
の再会を喜び合い、家族の皆さんに祝福さ
れる新成人たちの笑顔は何度見ても良いも
のです。それと同時に、皆さんを見ながら
いつも思うのは、自分は若い人たちの見本
となるような、頼りにされるような大人に
なれているのかどうか……。新成人が新た
な門出を迎える日、大人の私にとっては、
自身の襟を正さなければと、あらためて思
う日でもあります。

 ４月１日（月）

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

「保険金の手続きをサポートする」
と勧誘する住宅修理に注意

Stop
費者トラブル消

　来訪した事業者
に「家屋に壊れたと
ころはないか。損
害保険で負担なく
修理が出来る」と言
われたので、数年
前の大雪でベランダの屋根がゆがんだことを
話すと、調査員を手配すると言うので申込書
にサインした。申込書をよく見たら「保険金額
が、見積金額より安くて工事が困難な場合は、
30％の手数料を払う」と記載されていた。手数
料の話は聞いていないし、不審なので申し込み
をやめたい。（70歳代 女性）

≪ひとこと助言≫　
●自然災害による住宅修理について「保険金が

使える」と勧誘されても、損害保険金が実際
にいくら支払われるのか、また、そもそも保
険金が支払われるかどうか分かりません。ま
ずは自身が加入している保険契約の内容を確
認し、契約している保険会社や代理店に相談
しましょう。

●住宅修理とは別に、保険金を請求する手続き
をサポートするという契約をさせられ、その
手数料を請求される場合がありますが、保険
金の手続きの手数料は損害保険の補償対象と
はなりません。

●「自己負担はない」と住宅修理の勧誘をされ
ても、本当に負担なく必要な修理が出来るか
どうか分かりません。その場ですぐ契約せず、
修理の必要性や契約内容を十分に確認し、家
族や周りの人にも相談しましょう。

（参考：見守り新鮮情報　第322号）

>>> Editor's postscript 編集後記

毎月第一土曜日は「ひろしま環境の日」
　
３月２日（土）　
やってみよう省エネ生活！
～暖房の設定温度は20℃以下～

問町民課 環境管理係 
IP☎０５０－５８１２－１８５４
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北広島町観光写真コンテスト入選作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.32

【入選】力作完成！　〔撮影場所：千代田地域〕

【
第
12
回（
平
成
29
年
）入
選
】

撮
影
者　
水み

ず
ふ
じ藤　
博ひ
ろ
ふ
み文
さ
ん

（
北
広
島
町
春
木
）

　
近
所
の
美
容
院
の
店
長
さ
ん
は
、
大
雪
が
降
る
と

雪
像
作
り
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
に
も

大
作
を
作
ら
れ
た
実
績
が
あ
り
、
冬
に
な
り
大
雪
が

降
る
と
、
何
が
で
き
る
か
な
？
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
日
、
仕
事
帰
り
の
夕
方
に
店
の
ほ
う
を

見
る
と
、
何
や
ら
人
の
姿
が
見
え
る
の
で
立
ち
寄
る

と
、
北
広
島
町
で
一
番
有
名
な
「
舞
太
郎
」
君
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
店
長
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ
ん
、
近

所
の
チ
ビ
ッ
子
の
応
援
で
完
成
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　
広
い
広
い
北
広
島
町
の
自
然
は
四
季
折
々
、
多
彩

な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
楽
し
み
で
あ
っ

た
り
、
癒
し
で
あ
っ
た
り
、
時
と
し
て
苦
労
で
も
あ

り
ま
す
が
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
自
然

を
見
る
目
が
変
わ
り
ま
す
。
山
の
色
、
雲
の
形
、
厳

し
い
寒
さ
、
道
端
の
草
、
ど
れ
も
が
魅
力
的
な
モ
デ

ル
さ
ん
で
、
感
動
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
も
の
で

す
。
身
近
な
自
然
の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
カ
メ
ラ
を
通
し
て
北
広
島
町
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


